
は
じ
め
に

現
代
社
会
で
は
、
情
報
網
の
発
達
に
よ
っ
て
様
々
な
情
報
が
発
信
さ

れ
て
い
る
。
特
に
、
皇
室
報
道
は
メ
デ
ィ
ア
が
積
極
的
に
扱
う
報
道
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
皇
室
報
道
は
新
聞
メ
デ
ィ
ア
が
発
達
し
た
明

治
期
か
ら
国
民
の
注
目
の
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
皇
太
子
の
結
婚

は
、
特
に
脚
光
を
浴
び
る
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
九
五
五
年
四
月
一
〇
日
の
明
仁
皇
太
子
と
正
田
美
智
子
の
結
婚
前
後

に
生
じ
た

｢

ミ
ッ
チ
ー
・
ブ
ー
ム｣

は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。

一
方
、
皇
太
子
の
結
婚
騒
動
と
し
て
も
う
一
つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

出
来
事
が
、
い
わ
ゆ
る

｢

宮
中
某
重
大
事
件｣

(

一
九
二
〇
―
一
九
二

一
年)

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
裕
仁
皇
太
子
と
久
邇
宮
良
子
の
結
婚
に
つ

い
て
、
久
邇
宮
家
の
色
盲
遺
伝
を
理
由
に
、
元
老
山
県
有
朋
が
久
邇
宮

家
に
対
し
て
婚
約
辞
退
を
求
め
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
皇
室

の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
治
家
や
新
聞
メ
デ
ィ
ア
、
右
翼

(

１)

に
至
る
ま
で

広
く
波
及
し
、
非
常
に
複
雑
な
事
件
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
宮
中
某
重
大
事
件
に
つ
い
て
は
従
来
多
く
の
研
究
が
な

さ
れ
て
き
た
。
大
野
芳
は
こ
の
事
件
が
薩
摩
藩
島
津
家
に
由
来
す
る
久

邇
宮
家
と
長
州
藩
出
身
の
山
県
有
朋
の
派
閥
抗
争
に
起
因
す
る
と
結
論

づ
け
た

(

２)

。
ま
た
、
浅
見
雅
男
は
事
件
の
原
因
を
久
邇
宮
家
と
宮
中
や
内

閣
の
関
係
か
ら
論
じ
た

(

３)

。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
研
究
も
政
治
史
の
観
点

を
中
心
と
し
て
お
り
、
事
件
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
に
つ
い
て
は
ほ

と
ん
ど
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
森
暢
平
は
事
件
前
後
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か
ら
良
子
女
王
の
図
像
が
新
聞
・
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
に
流
通
し
た
こ
と
を

指
摘
し
た
上
で
、
女
性
皇
族
像
の
変
容
に
つ
い
て
論
じ
た

(

４)

。
し
か
し
、

そ
の
中
心
は
良
子
女
王
の
報
道
で
あ
り
、
事
件
全
体
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア

の
関
係
に
ま
で
十
分
に
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
先
行
研

究
は
事
件
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い

な
い
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
う
し
た
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
宮
中
某
重
大

事
件
と
事
件
の
中
心
人
物
で
あ
る
杉
浦
重
剛
の
行
動
に
つ
い
て
再
検
討

す
る
。
ま
た
、『

読
売
新
聞』

の
事
件
報
道
及
び
山
県
有
朋
批
判
に
つ

い
て
分
析
す
る
。
そ
の
上
で
、『

読
売
新
聞』
に
よ
る
報
道
の
背
景
と

目
的
に
つ
い
て
、
主
筆
松
山
忠
二
郎
を
中
心
に
解
明
し
た
い
。

一

事
件
の
概
略

�

皇
太
子
妃
内
定

一
九
一
七
年
一
二
月
二
二
日
に
山
県
有
朋
、
西
園
寺
公
望
、
松
方
正

義
の
三
元
老
に
よ
っ
て
、
裕
仁
皇
太
子
の
結
婚
に
つ
い
て
会
談
が
行
わ

れ
、
久
邇
宮
良
子
女
王
が
皇
太
子
妃
に
選
ば
れ
た

(

５)

。

こ
れ
を
受
け
て
、
一
九
一
八
年
一
月
一
四
日
に
当
時
の
宮
内
大
臣
波

多
野
敬
直
が
良
子
女
王
の
父
、
久
邇
宮
邦
彦
王
に
対
し
て
皇
太
子
妃
の

｢

御
豫
定
の
御
沙
汰｣

を
伝
え
た
。
ま
た
、
翌
一
九
一
九
年
六
月
一
〇

日
に
は
皇
太
子
妃
の

｢

御
内
定
の
御
沙
汰｣

が
下
さ
れ
、
良
子
女
王
の

皇
太
子
妃
内
定
が
ほ
ぼ
確
実
と
な
っ
た
。

�

事
件
の
発
端

良
子
女
王
が
皇
太
子
妃
内
定
後
の
一
九
二
〇
年
、
宮
中
某
重
大
事
件

が
発
生
し
た
。

一
九
二
〇
年
五
月
ご
ろ
、
眼
科
を
専
門
と
す
る
陸
軍
軍
医
学
校
教
官

の
草
間
要
が
学
習
院
の
色
盲
検
査
で
島
津
公
爵
家
と
久
邇
宮
家
に
色
盲

遺
伝
を
見
つ
け
た

(

６)

。
そ
し
て
こ
の
事
実
を
平
井
政
遒
前
赤
十
字
病
院
長

が
次
の
よ
う
に
山
県
有
朋
へ
伝
え
た
の
で
あ
る

(

７)

。

色
盲
の
調
査
を
為
し
た
る
処
、
偶
然
島
津
侯
爵
家
と
久
邇
宮
家
の

間
に
色
盲
遺
伝
の
関
係
あ
り
、
其
の
病
状
が
全
く
学
術
上
の
定
説

に
符
合
し
、
良
子
女
王
殿
下
の
御
子
孫
に
も
其
の
疾
患
を
遺
伝
す

る
の
虞
あ
る
事
を
発
見
せ
り
。

こ
の
報
告
を
受
け
て
山
県
は
、
再
び
西
園
寺
、
松
方
の
三
元
老
で
会
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談
を
行
い
、
天
皇
家
に
色
盲
の
疾
患
を
遺
伝
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
で
あ

る
と
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
山
県
は
前
任
の
波
多
野
宮
内
大

臣
の
後
を
継
い
だ
中
村
雄
次
郎
宮
内
大
臣
に
調
査
さ
せ
、
次
の
よ
う
な

意
見
書
を
提
出
さ
せ
た

(

８)

。

色
盲
の
家
系
に
生
ま
れ
た
る
女
子

(

当
人
に
は
色
盲
な
し)

と
健

全
な
る
男
子
と
結
婚
す
れ
ば
、
其
子
の
女
子
は
皆
健
全
な
れ
ど
も
、

男
子
は
其
半
数
だ
け
色
盲
と
な
る
こ
と
を
掲
げ
、
久
邇
宮
良
子
女

王
殿
下
の
御
結
婚
は
此
の
場
合
に
相
当
す
る
も
の
に
し
て
、
此
の

原
則
に
依
る
と
き
は
御
出
生
の
女
王
は
皆
健
全
な
る
も
、
王
子
は

半
数
色
盲
に
罹
ら
せ
ら
る
る
の
憂
あ
り
。

つ
ま
り
、
裕
仁
皇
太
子
と
良
子
女
王
が
結
婚
し
て
男
子
が
出
生
し
た

場
合
、
そ
の
半
数
が
色
盲
の
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
色
盲

で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
徴
兵
令
の
規
則
に
よ
っ
て
陸
海
軍
人
に
な
る
こ

と
が
で
き
ず
、
後
任
の
天
皇
と
し
て
大
元
帥
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
。

こ
の
意
見
書
を
受
け
て
山
県
は
、
久
邇
宮
家
に
皇
太
子
妃
内
定
の
辞

退
を
促
す
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
九
二
〇
年
一
一
月
一

一
日
か
ら
一
八
日
の
間
に
、
中
村
宮
相
が
皇
族
の
筆
頭
で
あ
る
伏
見
宮

貞
愛
王
に
良
子
女
王
の
内
定
辞
退
を
説
得
す
る
よ
う
に
求
め
、
貞
愛
王

は
先
の
意
見
書
を
持
参
し
て
邦
彦
王
へ
説
得
を
行
っ
た
。

こ
れ
が
事
件
の
発
端
で
あ
っ
た
。

�

事
件
の
展
開

し
か
し
、
貞
愛
王
の
説
得
は
失
敗
し
、
事
件
は
大
き
く
展
開
し
て
い

く
。こ

の
後
、
事
件
の
展
開
に
は
、
東
宮
御
学
問
所
御
用
掛
倫
理
担
当
の

杉
浦
重
剛

(

９)

が
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
。
杉
浦
は
、
一
九
一
四
年
六
月
二

二
日
よ
り
東
宮
御
学
問
所
で
裕
仁
皇
太
子
に
倫
理
学
を
講
じ
て
い
た
。

さ
ら
に
は
、
良
子
女
王
へ
の
進
講
も
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

杉
浦
は
皇
室
と
関
わ
り
の
深
い
人
物
で
あ
っ
た
。

一
九
二
〇
年
一
一
月
一
八
日
、
杉
浦
が
久
邇
宮
家
へ
参
邸
し
た
際
、

東
宮
妃
教
育
係
の
後
閑
菊
野
か
ら
先
の
意
見
書
を
渡
さ
れ
て
事
件
の
存

在
を
知
っ
た
。

そ
の
後
、
杉
浦
は
一
一
月
一
九
日
に
久
邇
宮
家
か
ら
意
見
書
を
借
り

て
、
翌
二
〇
日
に
は
意
見
書
を
筆
写
し
た
。
加
え
て
、
一
九
日
に
前
宮

務
監
督
山
田
春
三
、
二
一
日
に
東
宮
大
夫
濱
尾
新
、
二
三
日
に
は
東
宮
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侍
従
長
入
江
為
守
の
も
と
を
訪
ね
て
、
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
し
か
し
、

い
ず
れ
の
宮
中
関
係
者
も
事
件
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
て
お
ら
ず
、
浅

見
が
述
べ
た
よ
う
に
、
山
県
が
い
か
に
内
密
に
婚
約
の
取
り
消
し
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
た
か
が
う
か
が
え
る

(

�)

。

そ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
、
二
八
日
に
邦
彦
王
が
貞
明
皇
后
へ
一
通
の

上
奏
文
を
、
山
県
に
対
し
て
も
上
奏
文
の
写
し
を
送
っ
た
。
そ
の
概
略

は

『

田
中
義
一
伝
記』

に
次
の
よ
う
に
残
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

凡
帝
室
に
関
す
る
事
は
一
旦
決
定
の
上
は
軽
々
し
く
御
変
更
あ
る

べ
か
ら
ず
、
若
し
慎
重
の
調
査
を
欠
き
後
来
更
正
を
要
す
る
が
如

き
事
あ
ら
ば
当
局
の
責
任
免
る
べ
か
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
不
忠
不

臣
の
罪
に
当
る
べ
く
、
又
之
に
依
り
て
忠
良
な
る
臣
民
の
信
念
に

悪
影
響
を
与
う
る
事
尠
か
ら
ず
、
就
中
御
婚
約
の
如
き
大
典
に
属

す
る
も
の
に
於
て
特
に
然
り

(

中
略)

加
う
る
に
其
の
医
案
の
内

容
徹
底
を
欠
く
の
み
な
ら
ず
、
事
を
判
定
す
る
の
理
路
亦
慎
重
な

ら
ず
。(

中
略)

久
邇
宮
家
よ
り
医
師
に
命
じ
て
調
査
せ
し
め
ら

れ
た
る
調
査
類
の
写
し
に
し
て

(

中
略)

大
体
に
於
て
宮
内
省
調

査
の
も
の
と
異
ら
ざ
る
も
、
最
も
重
要
な
る
一
点
に
於
て
全
く
反

対
の
意
見
あ
り
、
即
ち
色
盲
因
子
保
有
の
女
子
が
健
全
な
る
男
子

と
結
婚
す
る
時
は
其
の
出
生
の
男
子
の
半
数
だ
け
色
盲
と
な
る
事

は
両
者
同
一
な
る
も
、
本
調
書
に
依
れ
ば
其
の
女
子
は
皆
健
全
に

し
て
其
の
子
孫
に
色
盲
を
遺
伝
す
る
事
な
し

こ
の
上
奏
文
で
は
、
三
点
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
皇
室
に
関
す
る
決
定
事
項
を
変
更
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
い

う
点
で
あ
る
。
加
え
て
、
皇
太
子
の
婚
約
の
よ
う
な
重
要
事
項
で
あ
れ

ば
国
民
の
動
揺
は
免
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
重
要
事
項
の
決

定
に
関
し
て
調
査
を
欠
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
不
忠
不
臣
の
罪
に

当
た
る
と
非
難
し
て
い
る
。

第
二
に
、
久
邇
宮
家
に
送
ら
れ
た
宮
内
省
に
よ
る
調
査
内
容
が
徹
底

さ
に
欠
け
て
い
る
点
を
批
判
し
た
。

第
三
に
、
久
邇
宮
家
も
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
色
盲
遺
伝
を
持
つ

家
系
の
健
全
な
女
子
が
出
生
し
た
場
合
、
そ
の
子
孫
に
色
盲
が
遺
伝
す

る
こ
と
は
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
邦
彦
王
が
上
奏
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
皇
室
の
決
定
事
項

を
変
更
す
べ
き
で
は
な
い
た
め
、
久
邇
宮
家
は
婚
約
内
定
を
辞
退
し
な

い
と
主
張
し
た
。

ま
た
、
こ
の
内
容
は
杉
浦
が
主
張
す
る

｢

人
倫
論｣

と
内
容
が
重
な

190



る
部
分
が
あ
る
。
日
本
で
は
仁
愛
に
よ
る
仁
政
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
そ
の
中
心
が
皇
室
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
婚
約
内
定

の
破
棄
と
い
う
不
仁
が
行
わ
れ
る
の
は
お
か
し
い
と
い
う
理
論
が

｢

人

倫
論｣

で
あ
っ
た

(

�)

。
こ
の
杉
浦
の
理
論
を
盾
に
久
邇
宮
家
は
辞
退
し
な

い
旨
を
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
上
奏
文
が
貞
明
皇
后
に
送
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
山

県
が
内
密
に
進
め
て
い
た
事
件
は
宮
中
に
も
波
及
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
。上

奏
文
を
送
っ
た
後
も
、
久
邇
宮
家
は
婚
約
遂
行
へ
の
動
き
を
続
け
、

杉
浦
も
自
身
の
門
下
生
と
事
件
に
つ
い
て
日
々
議
論
を
行
っ
た
。
こ
う

し
た
状
況
の
下
で
、
一
二
月
四
日
、
杉
浦
は
東
宮
御
学
問
所
御
用
掛
を

辞
任
し
、
自
宅
及
び
自
身
が
校
長
を
務
め
る
日
本
中
学
校
に
お
い
て
ひ

そ
か
に
事
件
解
決
へ
の
運
動
や
議
論
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

し
か
し
、
事
件
は
さ
ら
に
政
界
ま
で
拡
大
し
て
い
っ
た
。

一
九
二
〇
年
一
二
月
七
日
に
、
元
老
西
園
寺
公
望
、
陸
軍
大
臣
田
中

義
一
か
ら
当
時
の
総
理
大
臣
で
あ
る
原
敬
へ
と
良
子
女
王
が
色
盲
遺
伝

の
あ
る
家
系
の
た
め
皇
太
子
妃
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
話
が
伝

わ
っ
た

(

�)

。
翌
八
日
に
は
、
原
が
山
県
を
訪
ね
、
よ
り
詳
細
に
事
件
を
知

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る

(

�)

。

さ
ら
に
、
一
二
月
二
四
日
に
は
、
右
翼
の
巨
頭
で
あ
る
頭
山
満
が
事

件
に
つ
い
て
尋
ね
る
た
め
杉
浦
の
も
と
を
訪
れ
た
。
そ
し
て
、
頭
山
の

介
入
を
皮
切
り
と
し
て
右
翼
も
事
件
に
関
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

特
に
、
運
動
を
激
化
さ
せ
た
の
は
城
南
荘
・
国
民
義
会
グ
ル
ー
プ
と

呼
ば
れ
る
六
人
組
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
は
、
五
百
木
良
三
、
大
竹
貫
一
、

押
川
方
義
、
牧
野
謙
次
郎
、
松
平
康
国
、
佃
信
夫
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の

略
歴
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

五
百
木
良
三
は
一
八
九
五
年
に
新
聞
社

『

日
本』

に
入
社
し
、
一
九

〇
一
年
に
編
集
長
と
な
っ
た

(

�)

。
そ
の
後
、
一
九
〇
三
年
に

『

日
本』

を

退
社
し
て
浪
人
と
な
り
、
日
露
戦
争
後
の
一
九
〇
五
年
に
は
日
比
谷
で

国
民
大
会
を
開
き
、
講
和
条
約
に
反
対
の
声
を
上
げ
た

(

�)

。
ま
た
、
翌
一

九
〇
六
年
に
城
南
荘
を
、
さ
ら
に
一
九
一
四
年
に
は
国
民
義
会
を
組
織

し
た

(

�)

。
城
南
荘
と
国
民
義
会
は
、
ほ
と
ん
ど
同
一
の
組
織
で
あ
り
、
城
南
荘

と
い
う
懇
親
倶
楽
部
員
が
政
治
行
動
を
起
こ
す
と
き
に
国
民
義
会
と
い

う
名
前
を
用
い
て
い
た
の
で
あ
る

(

�)

。

一
方
、
大
竹
貫
一
は
一
八
九
四
年
に
新
潟
県
か
ら
衆
議
院
議
員
と
な

り
、
約
三
四
年
間
衆
議
院
議
員
を
務
め
、
国
権
主
義
を
主
張
し
た
人
物
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で
あ
る

(

�)

。
日
露
戦
争
で
は
、
講
和
条
約
反
対
の
日
比
谷
国
民
大
会
を
主

催
し
た

(

�)

。

押
川
方
義
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
一
八
八
六
年
に
仙
台
神
学
校
を
創

立
し
、
一
八
九
一
年
に
改
称
し
た
東
北
学
院
の
初
代
院
長
と
な
っ
た
人

物
で
あ
る

(

�)

。

ま
た
、
牧
野
謙
次
郎
は
、
一
九
〇
一
年
か
ら
早
稲
田
大
学
教
授
に
就

任
し
た
人
物
で
あ
り

(

�)

、
松
平
康
国
は
、
牧
野
と
同
じ
く
早
稲
田
大
学
教

授
で
一
八
九
〇
年
か
ら
教
鞭
を
と
り
始
め
た

(

�)

。

そ
し
て
、
佃
信
夫
は
、
一
八
九
〇
年
に
雑
誌『

活
世
界』

を
創
刊
し
、

国
粋
主
義
を
主
張
す
る
一
方
、
藩
閥
政
治
を
批
判
し
て
い
た

(

�)

。
加
え
て

日
露
戦
争
で
は
、
講
和
条
約
に
対
し
て
非
講
和
運
動
を
扇
動
し
た

(

�)

。

こ
う
し
た
人
物
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
城
南
荘
・
国
民
義
会

グ
ル
ー
プ
は
、
一
九
二
〇
年
一
二
月
三
〇
日
に
牧
野
が
杉
浦
か
ら
事
件

に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
こ
と
で
介
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た

(

�)

。
翌
一
九
二

一
年
一
月
二
日
に
牧
野
か
ら
松
平
へ
と
話
が
伝
わ
り

(

	)

、
そ
の
後
も
他
の

四
人
に
話
が
漏
れ
て
い
っ
た
。
松
平
が
日
記
に

｢

是
非
ト
モ
閥
族
ヲ
潰

シ
テ
シ
マ
ハ
ネ
バ
ナ
ラ
ン｣

と
記
し
た
よ
う
に

(


)

、
彼
ら
の
多
く
は
藩
閥

政
府
の
中
心
人
物
で
あ
る
山
県
有
朋
に
対
し
て
好
意
的
で
は
な
か
っ
た
。

浅
見
は
彼
ら
が
杉
浦
に
対
し
て
も
好
意
的
で
は
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い

る
が

(

�)

、
杉
浦
の
大
隈
重
信
に
接
触
し
た
い
と
い
う
求
め
に
対
し
て
牧
野

や
松
平
が
奔
走
し
た
点
や
杉
浦
が
会
見
を
求
め
た
際
に
す
ぐ
に
牧
野
が

杉
浦
を
訪
ね
て
い
る
点
か
ら
、
好
意
的
で
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

一
九
二
一
年
二
月
一
日
城
南
荘
・
国
民
義
会
グ
ル
ー
プ
の
六
人
は
山

県
に
対
し
て
、
警
告
文
を
送
り
、
一
九
二
一
年
二
月
五
日
に
山
県
の
使

者
で
あ
る
入
江
貫
一
と
対
談
を
行
う
な
ど
、
直
接
運
動
を
行
っ
た
。

ま
た
、
一
九
二
一
年
一
月
二
四
日
に
は
久
邇
宮
家
に
雇
わ
れ
た
右
翼

関
係
者
来
原
慶
助
に
よ
っ
て

｢

宮
内
省
ノ
横
暴
不
逞｣

と
題
し
た
怪
文

書
が
政
府
や
事
件
関
係
者
、
新
聞
社
へ
散
布
さ
れ
た

(

�)

。

そ
の
他
に
も
、
一
九
二
一
年
一
月
一
二
日
に
岩
田
冨
美
夫
ら
が
山
県

暗
殺
を
計
画
し

(

)

、
一
九
二
一
年
二
月
四
日
に
猶
存
社
の
北
一
輝
が
久
邇

宮
家
へ
怪
文
書
を
送
付
す
る
な
ど

(

�)

、
過
激
な
動
き
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

紀
元
節
で
あ
る
二
月
一
一
日
に
は
明
治
神
宮
で
右
翼
が
大
規
模
な
運
動

を
行
う
と
の
情
報
が
あ
り

(

�)

、
事
件
を
大
き
く
動
か
し
て
い
っ
た
。

以
上
の
動
き
か
ら
、
右
翼
が
事
件
を
急
激
に
展
開
さ
せ
る
一
因
と
な
っ

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

�

事
件
の
収
束

こ
う
し
た
右
翼
の
激
し
い
運
動
を
受
け
て
、
原
首
相
は
中
村
宮
相
に
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対
し
て
婚
約
内
定
を
変
更
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
結
論
を
出
す
よ
う
に

急
が
せ
た
。
原
首
相
か
ら
事
件
の
結
末
を
一
任
さ
れ
た
中
村
宮
相
は
一

九
二
一
年
二
月
一
〇
日
に
宮
内
省
、
内
務
省
、
警
視
庁
か
ら
事
件
の
結

末
を
発
表
し
た
。
内
務
省
か
ら
は

｢

良
子
女
王
殿
下
御
婚
約
ノ
儀
ニ
付

キ
種
々
ノ
世
評
ア
リ
タ
ル
モ
御
変
更
等
ノ
儀
ハ
全
然
無
之
趣
確
聞
ス｣

と
発
表
さ
れ
た

(

�)

。
つ
ま
り
、
皇
太
子
妃
内
定
を
変
更
し
な
い
こ
と
で
事

件
を
収
束
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

以
上
が
宮
中
某
重
大
事
件
の
概
略
で
あ
る
。

二

杉
浦
重
剛
に
対
す
る
評
価
と
再
検
討

�

従
来
の
杉
浦
重
剛
に
対
す
る
評
価

前
述
し
た
よ
う
に
、
杉
浦
重
剛
は
良
子
女
王
の
婚
約
内
定
遂
行
の
た

め
に
行
動
し
た
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
従
来
、
杉
浦
の
事
件
に
関
す
る

行
動
は
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。

例
え
ば
、
渡
辺
克
夫
は

｢

山
県
が

(

中
略)

一
市
井
の
徒
で
あ
る
杉

浦
の

『

人
倫
論』

の
前
に
敗
れ
去
っ
た｣

と
杉
浦
を
高
く
評
価
し
た

(

�)

。

ま
た
、
浅
見
は
杉
浦
が
事
件
に
お
い
て

｢

最
後
ま
で
政
治
的
な
行
動
と

は
一
線
を
画
す
と
い
う
態
度
を
貫
い
た｣

と
、
事
件
に
か
か
わ
る
他
の

人
物
と
差
別
化
す
る
よ
う
に
杉
浦
の
行
動
を
評
価
し
た

(

�)

。

こ
う
し
た
従
来
の
評
価
の
背
景
に
は
、
史
料
の
残
存
状
況
が
考
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
久
邇
宮
家
側
に
比
べ
て
、
山
県
側
の
史
料
が
少
な
い

こ
と
に
よ
っ
て
、
杉
浦
の
行
動
が
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
点
か
ら
従
来
の
杉
浦
へ
の
評
価
は
一
面
的
な
評
価
で
あ
る

と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
山
県
側
の
史
料
を
用
い
た
分
析
に
よ
る
杉
浦
の

評
価
が
十
分
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

�

杉
浦
重
剛
に
対
す
る
再
評
価

杉
浦
の
行
動
が
良
子
女
王
の
皇
太
子
妃
内
定
を
遂
行
す
る
一
因
で
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
事
件
当
時
、
杉
浦
の
行
動
は
決
し

て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、
原
首
相
は
杉
浦
の
一
連
の
行
動
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
警

察
側
へ
注
意
を
し
て
い
る

(

�)

。

既
に
醫
科
大
學
責
任
者
の
答
申
に
も
あ
っ
て
診
斷
明
瞭
し
た
り
と

云
ふ
以
上
に
は
、
宮
内
省
よ
り
之
を
杉
浦
等
に
内
示
す
る
を
可
と

す
、
ま
さ
か
に
杉
浦
等
も
之
を
知
ら
ば
夫
れ
に
て
も
差
支
な
し
と

の
立
論
も
出
來
ざ
る
べ
し
、
其
事
に
取
計
は
し
む
る
様
之
あ
り
た
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し
と
注
意
し
た
り
。

つ
ま
り
、
原
首
相
は
杉
浦
に
対
し
て
対
処
策
を
講
じ
て
抑
え
込
も
う

と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
他
に
も
原
首
相
は
杉
浦
の
行
動
を
迷

惑
に
感
じ
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
記
述
も
残
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
原

首
相
に
と
っ
て
、
杉
浦
は
要
注
意
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
原
首
相
の
杉
浦
に
対
す
る
評
価
は
低
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
宮
中
に
お
い
て
も
杉
浦
の
行
動
に
は
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
て

い
た
。
松
平
康
国
の
手
記
に
は
、
彼
が
貞
明
皇
后
に
近
い
存
在
で
あ
る

教
育
家
下
田
歌
子
を
訪
ね
た
際
に

｢

杉
浦
氏
ノ
事
ヲ
宮
廷
ヲ
攪
乱
ス
ル

者｣

と
女
中
が
捉
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
こ

の
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
評
価
が
宮
中
に
お
い
て
広
ま
っ
て
い
た
と
わ

か
る
。

こ
う
し
た
低
い
評
価
は
、
杉
浦
が
事
件
を
政
治
問
題
化
さ
せ
た
こ
と

が
一
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
杉
浦
は
周
辺
の

人
物
に
事
件
に
つ
い
て
の
情
報
を
漏
ら
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
杉
浦
は

事
件
を
拡
大
さ
せ
た
張
本
人
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

｢

申
酉
回
瀾
録｣

で
は
、
杉
浦
が
事
件
を
政
治
問
題
化
さ
せ
る
こ
と

に
反
対
で
あ
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
し
か
し
、
実
際
に
は
そ
れ
は

建
前
で
あ
り
、
杉
浦
の
行
動
は
政
治
問
題
化
さ
せ
る
た
め
の
行
動
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
杉
浦
の
行
動
と
し
て
次

の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

第
一
に
、
門
下
生
へ
の
情
報
漏
洩
で
あ
る
。
杉
浦
は
、
東
宮
御
学
問

所
御
用
掛
を
辞
職
す
る
前
後
で
、
門
下
生
と
事
件
に
つ
い
て
相
談
を
行
っ

て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
に
は
古
島
一
雄
の
よ
う
な
政
治
家
も
存
在

し
て
い
た
。
特
に
、
古
島
は
事
件
を
犬
養
毅
や
伊
東
巳
代
治
に
伝
え
る

な
ど
、
政
治
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る

(

�)

。
つ
ま
り
、
こ
う

し
た
人
物
へ
情
報
を
漏
ら
し
た
こ
と
は
、
杉
浦
が
事
件
の
政
治
問
題
化

を
目
論
ん
だ
行
動
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
右
翼
へ
の
情
報
漏
洩
で
あ
る
。
杉
浦
は
頭
山
満
や
牧
野
謙

次
郎
と
い
っ
た
右
翼
関
係
者
に
対
し
て
も
情
報
漏
洩
を
行
っ
て
い
た
。

頭
山
に
対
し
て
は
門
下
生
の
畑
を
通
じ
て
行
っ
た
と
さ
れ

(

�)

、
牧
野
に
対

し
て
は
杉
浦
自
身
が
情
報
を
漏
ら
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
人
物
を
含
む

右
翼
が
事
件
の
顛
末
に
大
き
く
関
与
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ

る
。
特
に
、
牧
野
の
属
す
る
城
南
荘
・
国
民
義
会
グ
ル
ー
プ
は
明
ら
か

に
事
件
を
政
治
問
題
化
さ
せ
て
い
た
。

ま
た
、
杉
浦
が
牧
野
に
情
報
を
漏
ら
し
た
理
由
は
大
隈
重
信
に
対
し

て
事
件
解
決
の
助
け
を
求
め
る
も
の
で
あ
り

(

�)

、
大
隈
が
関
与
す
れ
ば
事
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件
が
政
治
問
題
化
す
る
こ
と
は
当
然
想
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら

も
杉
浦
が
右
翼
へ
情
報
を
漏
ら
す
こ
と
で
、
事
件
を
政
治
問
題
化
さ
せ

よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
二
点
か
ら
、
杉
浦
は
事
件
を
政
治
問
題
化
さ
せ
た
張
本
人
で

あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
杉
浦
の

｢

事
件
を
政
治
問
題
化
さ
せ
な

い｣

と
い
う
言
葉
は
建
前
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
杉
浦
が
事
件
を
拡
大
し
た
こ
と
で
、
山
県
有
朋
暗
殺
計
画

や
西
園
寺
公
望
へ
の
襲
撃

(

�)

な
ど
新
た
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
た
。
こ
う
し

た
点
か
ら
も
杉
浦
を
高
く
評
価
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
宮
中
某
重
大
事
件
に
お
け
る
杉
浦
重
剛
は
事
件
を
政

治
問
題
へ
と
拡
大
さ
せ
、
反
山
県
包
囲
網
を
築
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と

再
評
価
で
き
よ
う
。

三

『

読
売
新
聞』

の
報
道

�

事
件
報
道

一
九
一
九
年
六
月
一
〇
日
に
良
子
女
王
に
皇
太
子
妃

｢

御
内
定
の
御

沙
汰｣

が
下
さ
れ
て
以
降
、
多
く
の
新
聞
社
は

｢

内
定｣

に
つ
い
て
の

報
道
を
行
っ
た
。

ま
た
、
皇
太
子
妃
内
定
以
前
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
皇
太
子
妃
の
婚

約
は
、
良
子
女
王
の

｢

内
定｣

に
よ
っ
て
さ
ら
に
注
目
さ
れ
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
世
間
の
注
目
と
は
対
照
的
に
事
件
報
道
は
一
九
二
一
年
一

月
以
降
、
過
熱
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
以
前
は
、
内
密
に
事
件
が
進
め
ら

れ
た
た
め
、
宮
内
省
関
係
者
で
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
久
邇
宮
家
の
色
盲

問
題
は
新
聞
に
報
道
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

事
件
に
関
連
す
る
報
道
が
過
熱
し
た
こ
と
に
は
二
つ
の
要
因
が
あ
る
。

第
一
に
、
久
邇
宮
家
の
メ
デ
ィ
ア
工
作
で
あ
る
。
久
邇
宮
家
の
メ
デ
ィ

ア
工
作
に
つ
い
て
は
森
暢
平
の
研
究
が
詳
し
い

(

�)

。

久
邇
宮
家
は
、
ま
ず
英
字
週
刊
誌『

Ｔ
ｈ
ｅ

Ｆ
ａ
ｒ

Ｅ
ａ
ｓ
ｔ』

(

一
九
二
一
年
一
月
二
二
日
号)

に
良
子
の
記
事
を
掲
載
し
た
。
こ
れ

は

｢

申
酉
回
瀾
録｣

に
よ
れ
ば
、
ク
リ
ス
マ
ス
号
の
皇
太
子
特
集
に
続

け
て
特
集
さ
せ
る
こ
と
で
、
婚
約
内
定
を
印
象
付
け
る
策
略
で
あ
っ
た

(

�)

。

さ
ら
に
、
一
九
二
一
年
二
月
三
日
号
の

『

東
京
日
日
新
聞』

、
一
一

日
号
の

『

東
京
朝
日
新
聞』

な
ど
で
久
邇
宮
家
周
辺
人
物
が
多
く
の
情

報
を
新
聞
社
に
流
し
て
い
っ
た
。
森
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
一
年
二
月
中

の

｢
久
邇
宮
家
が
情
報
源
と
な
っ
て
い
る
記
事｣

の
掲
載
紙
は

『

東
京

日
日
新
聞』
、『
東
京
朝
日
新
聞』

、『

時
事
新
報』

、『

国
民
新
聞』

、『

読
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売
新
聞』

、『

報
知
新
聞』

の
全
六
紙
で
あ
る

(

�)

。

こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
工
作
に
は
杉
浦
及
び
門
下
生
の
古
島
の
存
在
が

大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

杉
浦
は
明
治
期
よ
り
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
人
物

で
あ
る
。
杉
浦
は
か
つ
て

『

読
売
新
聞』

、『

朝
日
新
聞』

、『

日
本』

、

『

東
京
日
日
新
聞』

等
で
論
説
な
ど
を
任
さ
れ
て
い
た

(

�)

。
つ
ま
り
先
の

六
紙
の
う
ち
三
紙
が
、
杉
浦
と
関
係
の
あ
る
新
聞
で
あ
る
と
わ
か
る
。

ま
た
、
渡
辺
に
よ
れ
ば
、
古
島
は

『

時
事
新
報』

、『

報
知
新
聞』

、

『

東
京
日
日
新
聞』

に
も
事
件
の
情
報
を
流
し
て
い
た

(

�)

。
つ
ま
り
先
の

六
紙
の
う
ち
三
紙
が
、
古
島
が
情
報
を
流
し
た
新
聞
社
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
六
紙
の
う
ち
五
紙
が
杉
浦
及
び
古
島
と
関
連
す
る
新

聞
社
で
あ
り
、
こ
う
し
た
二
者
の
動
き
が
久
邇
宮
家
の
メ
デ
ィ
ア
工
作

に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
右
翼
に
よ
る
活
動
の
激
化
で
あ
る
。
前
述
し
た
来
原
の

｢

宮
内
省
ノ
横
暴
不
逞｣

と
題
し
た
怪
文
書
を
は
じ
め
、
右
翼
は

｢
長

州
の
陰
謀｣

、｢

山
県
は
朝
敵｣

な
ど
と
い
っ
た
怪
文
書
を
新
聞
社
へ
送

り
付
け
て
い
た

(

�)

。
こ
れ
に
よ
っ
て
新
聞
各
社
は
事
件
に
関
す
る
情
報
を

得
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
二
つ
の
要
因
か
ら
報
道
が
過
熱
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。一

方
、
内
務
省
は
一
九
二
一
年
一
月
二
四
日
に

｢

良
子
女
王
殿
下
御

婚
約
ニ
関
聯
シ
タ
ル
事
項
ハ
一
切
新
聞
紙
ニ
掲
載
セ
サ
ル
様
管
下
各
社

ニ
厳
重
示
達
相
成
度｣

と
、
事
件
に
関
す
る
報
道
を
禁
止
し
、
新
聞
メ

デ
ィ
ア
へ
の
統
制
を
行
っ
た

(

�)

。
た
だ
し
、
元
老
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て

は
規
制
が
厳
し
く
な
く
、
毎
日
の
よ
う
に
報
道
が
続
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、『

読
売
新
聞』

は
い
く
つ
か
の
報
道
を
行
っ

た
。そ

の
第
一
報
が
一
九
二
一
年
一
月
二
六
日
号
の
記
事
で
あ
る
。
記
事

は

｢

杉
浦
翁
憤
慨
し
て
辞
表
を
提
出
す｣

と
題
し
て
、
杉
浦
が
東
宮
御

学
問
所
御
用
掛
を
辞
任
し
た
こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る

(

�)

。

宮
相
と
道
徳
上
の
意
見
衝
突
／
良
子
女
王
御
學
問
所
を
も
去
る

(

中
略)

之
は
單
に
表
面
上
の
事
で
、
裏
面
に
は
非
常
に
複
雑
し

た
問
題
が
潜
ん
で
ゐ
る
。

記
事
は
、
杉
浦
が
辞
職
し
た

｢

裏
面
に
は
非
常
に
複
雑
し
た
問
題｣

が
潜
ん
で
い
る
と
事
件
を
匂
わ
せ
て
い
る
。
暗
に
事
件
に
触
れ
た
こ
の
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記
事
は
配
達
途
中
で
発
禁
処
分
と
な
り
、
改
刷
し
て
再
度
発
送
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

ま
た
、『
読
売
新
聞』

は
一
九
二
一
年
二
月
六
日
、
前
日
の
城
南
荘
・

国
民
義
会
グ
ル
ー
プ
と
入
江
貫
一
の
会
見
に
つ
い
て
の
記
事
を
掲
載
し

た

(

�)

。
城
南
荘
・
国
民
義
会
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
六
名
の
名
前
を
明
か

し
て
い
る
こ
と
が
こ
の
記
事
の
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
記
事
に
続
く
形
で
、
二
月
九
日
に
は
、
城
南
荘
・
国
民

義
会
グ
ル
ー
プ
が
各
宮
家
へ
上
書
を
提
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
掲
載
し

た

(

�)

。さ
ら
に
、
二
月
一
〇
日
に
は

｢

更
に
〇
〇
宮
家
へ
も
密
封
の
書
を
捧

呈｣

と
題
し
た
大
胆
な
報
道
を
行
っ
た

(

�)

。
勿
論
、｢
〇
〇
宮
家｣

が
久

邇
宮
家
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
こ
の
記
事
は
、
前
日
の

二
月
九
日
の
記
事
の
中
で
特
に
久
邇
宮
家
へ
の
奉
書
に
つ
い
て
述
べ
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
事
件
を｢

宮
中
の
某
重
大
事
件｣

な
ど
と
述
べ
、

中
村
宮
相
と
事
件
の
関
連
に
つ
い
て
も
記
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
報
道
規
制
下
に
お
い
て
も
、『

読
売
新
聞』

は
事
件

に
つ
い
て
報
道
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
一
九
二
一
年
二
月
一
〇
日
に
新
聞
各
社
へ
内
務
省
、
宮
内

省
、
警
視
庁
か
ら
事
件
の
収
束
に
つ
い
て
の
情
報
が
周
知
さ
れ
る
一
方
、

報
道
規
制
の
緩
和
に
伴
っ
て
、
新
聞
各
社
が
事
件
に
つ
い
て
の
報
道
を

行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

�

山
県
有
朋
へ
の
批
判

宮
中
某
重
大
事
件
の
収
束
を
受
け
て
、
注
目
は
事
件
の
元
凶
と
さ
れ

た
元
老
山
県
有
朋
へ
と
集
ま
っ
て
い
っ
た
。

報
道
解
禁
後
、『

読
売
新
聞』

を
は
じ
め

『

東
京
朝
日
新
聞』

、『

東

京
日
日
新
聞』

な
ど
の
新
聞
社
は
事
件
の
真
相
を
求
め
る
報
道
を
行
っ

て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
山
県
批
判
の
記
事
や
社
説
を
掲
載
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
始
ま
り
は

『

読
売
新
聞』

で
あ
る
。

一
九
二
一
年
二
月
一
一
日
、『

読
売
新
聞』

は
事
件
の
報
道
に
加
え

て
次
の
よ
う
に
述
べ
た

(

�)

。

御
婚
約
御
變
更
あ
ら
せ
ら
れ
ぬ
事
と
な
つ
た
今
日
の
場
合
中
村
宮

相
の
辞
職
位
で
は
濟
ま
ず
山
縣
公
と
し
て
も
當
然
自
ら
相
當
の
責

を
引
く
事
に
な
ら
う
と
い
は
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
見
物
で
あ

る
こ
の
よ
う
に

『

読
売
新
聞』

は
、
山
県
の
責
任
に
つ
い
て
言
及
し
た
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の
で
あ
る
。『

読
売
新
聞』

は
こ
の
記
事
を
は
じ
め
と
し
て
、
次
々
に

山
県
批
判
を
行
っ
て
い
っ
た
。

例
え
ば
、
一
九
二
一
年
二
月
一
六
日
の
社
説
で
は

｢

重
臣
責
任
論｣

と
題
し
て
次
の
よ
う
に
山
県
を
批
判
し
て
い
る

(

�)

。

今
日
の
政
治
家
に
し
て
、
又
は
一
國
の
重
臣
に
し
て
、
至
大
な
る

過
失
を
犯
し
た
場
合
は
、
縦
令
如
何
な
る
優
諚
を
辱
な
う
す
る
と

も
、
又
は
他
に
何
等
の
進
言
が
あ
ら
う
と
も
、
一
切
の
榮
誉
と
官

職
と
を
拝
辞
し
て
、
終
身
全
く
隠
居
の
身
と
な
つ
て
、
衷
心
謝
罪

の
意
を
上
下
に
致
す
、
と
が
、
現
時
に
於
け
る
國
臣
�
に
政
治
家

の
道
徳
で
あ
る
。

つ
ま
り
、『

読
売
新
聞』

は
山
県
が
責
任
を
取
っ
て
隠
退
す
べ
き
で

あ
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
山
県
は
一
九
二
一
年
二
月
二
一

日
に
枢
密
院
議
長
を
辞
任
、
全
て
の
栄
典
、
官
職
の
拝
辞
を
申
し
出
て

い
る

(

�)

。
さ
ら
に
、『

読
売
新
聞』

は
自
社
の
論
説
だ
け
で
は
な
く
、
政
治
家

な
ど
の
言
葉
を
借
り
て
山
県
批
判
を
行
っ
た
。
例
え
ば
一
九
二
一
年
二

月
二
〇
日
の
記
事
で
は
、
五
百
木
の
言
葉
を
借
り
て

｢

重
大
事
を
追
撃

せ
よ｣

と
い
う
記
事
を
掲
載
し
た

(

�)

。
ま
た
、
同
日
の
記
事
で
は

｢

國
民

は
某
重
大
事
の
責
任
が
元
老
に
在
る
事
を
知
っ
て
ゐ
る
＝
辞
職
の
好
機

會
を
待
つ
と
は
何
事｣

と
、
衆
議
院
議
員
島
田
三
郎
の
強
烈
な
批
判
を

掲
載
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、『

読
売
新
聞』

は
自
社
の
論
説
と
と
も
に
、

政
治
家
な
ど
の
言
葉
を
借
り
て
山
県
批
判
を
行
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
山
県
批
判
は
、
過
激
な
反
山
県
派
の
行
動
を
加
速
さ
せ
て

い
く
要
因
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
山
県
の
別
荘
古
希
庵
に
お
い
て
壮
士

が
暴
れ
た
り
、
山
県
へ
の
攻
撃
演
説
が
行
わ
れ
た
り
し
た
こ
と
は
、
そ

の
一
例
と
い
え
よ
う

(

�)

。

�

『

読
売
新
聞』

の
報
道
と
特
異
性

こ
う
し
た

『

読
売
新
聞』

の
報
道
は
他
の
新
聞
社
と
異
な
る
点
が
あ

る
。第

一
に
、
報
道
規
制
を
無
視
し
た
積
極
的
な
事
件
報
道
で
あ
る
。
前

述
し
た
よ
う
に
、
一
九
二
一
年
一
月
二
四
日
か
ら
二
月
一
〇
日
ま
で
の

間
、
内
務
省
に
よ
っ
て
事
件
に
関
す
る
報
道
が
規
制
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、『

読
売
新
聞』

は
規
制
に
従
わ
ず
、
一
月
二
六
日
号
の
杉
浦
の

辞
職
報
道
な
ど
、
事
件
に
関
す
る
報
道
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
報

道
規
制
下
に
お
い
て
も
積
極
的
な
事
件
報
道
を
行
っ
た
点
が

『

読
売
新
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聞』

の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

第
二
に
、
痛
烈
な
山
県
有
朋
批
判
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に

『

読

売
新
聞』
は
一
九
二
一
年
二
月
一
一
日
か
ら
山
県
批
判
を
行
っ
た
。
事

件
に
関
連
し
て
、
山
県
を
含
む
三
元
老
や
原
首
相
を
批
判
す
る
報
道
が

み
ら
れ
た
の
は

『
読
売
新
聞』

を
含
む
数
社
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

『

読
売
新
聞』

は
他
社
に
比
べ
て
山
県
を
激
し
く
批
判
し
て
い
る
。
そ

の
例
が
二
月
一
六
日
号
の
社
説
や
二
月
二
〇
日
号
の
五
百
木
と
島
田
の

言
葉
を
借
り
た
記
事
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
激
し
く
山
県
を
批
判
し

た
点
も

『

読
売
新
聞』

の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
事
件
に
お
け
る

『

読
売
新
聞』

の
特
異
性
は
、
報
道

規
制
下
に
お
け
る
積
極
的
な
事
件
報
道
、
痛
烈
な
山
県
有
朋
批
判
の
二

点
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

四

『

読
売
新
聞』

に
よ
る
報
道
の
背
景
と
目
的

�

報
道
の
背
景

前
章
で
明
ら
か
に
し
た

『

読
売
新
聞』

の
特
異
な
報
道
に
は
次
の
よ

う
な
背
景
が
存
在
す
る
。

第
一
に
、『

読
売
新
聞』

の
発
行
部
数
低
迷
で
あ
る
。

当
時
の
新
聞
業
界
は
、｢

新
聞
戦
国
時
代｣

と
評
さ
れ
る
ほ
ど
激
し

い
購
買
競
争
が
行
わ
れ
て
い
た

(

�)

。

こ
の
よ
う
な
競
争
の
中
で
、
新
聞
各
社
は
大
正
中
期
に
な
る
と
発
行

部
数
を
公
表
し
な
く
な
っ
た

(

�)

。『

読
売
新
聞』

も
ま
た
発
行
部
数
を
極

秘
と
し
た
新
聞
社
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
事
件
当
時
の
新
聞
メ

デ
ィ
ア
の
大
勢
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
回
想
や

『

日
本
新
聞
年
鑑』

に

残
る
発
行
部
数
か
ら
推
測
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。

大
正
末
期
に
関
東
地
方
の
新
聞
取
次
業
組
合
幹
事
を
務
め
た
根
岸
良

造
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
二
年
の
大
勢
は
、『

国
民
新
聞』

が
二

〇
万
部
前
後
、『

東
京
朝
日
新
聞』

が
一
七
・
八
万
部
、『

万
朝
報』

が

一
一
万
部
、『

時
事
新
報』

が
八
・
九
万
部
、『

東
京
日
日
新
聞』

が
四
・

五
万
部
、『

読
売
新
聞』

が
四
万
部
で
あ
っ
た

(

�)

。
ま
た
、『

日
本
新
聞
年

鑑』
(

大
正
一
三
年
版)

に
よ
れ
ば
、
一
九
二
四
年
の
発
行
部
数
は
、

『

報
知
新
聞』

が
三
六
万
部
、『

東
京
日
日
新
聞』

が
三
〇
万
五
〇
〇
〇

部
、『

東
京
朝
日
新
聞』

が
二
九
万
部
、『

国
民
新
聞』

二
三
万
部
、

『
時
事
新
報』

と

『

万
朝
報』

が
二
〇
万
部
、『

読
売
新
聞』

が
一
一
万

部
で
あ
っ
た

(

�)

。

い
ず
れ
を
比
較
し
て
も
、『

読
売
新
聞』

は
他
の
新
聞
社
と
比
べ
て

発
行
部
数
が
少
な
い
。
さ
ら
に
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
中
期
は

『

読
売
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新
聞』

の

｢

衰
運
期｣

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
事

件
中
の
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
二
一
年
の

『

読
売
新
聞』

の
発
行
部
数

は
他
社
と
比
べ
て
非
常
に
少
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
点
か
ら
、『

読
売
新
聞』

は
事
件
当
時
、
新
規
読
者
の
獲

得
を
迫
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、『

読
売
新
聞』
の
新
経
営
体
制
で
あ
る
。

一
九
一
九
年
九
月
一
日
、『
東
京
朝
日
新
聞』

を
退
社
し
た
松
山
忠

二
郎
は
社
長
と
し
て
迎
え
ら
れ
、『
読
売
新
聞』

の
経
営
と
編
集
に
あ

た
っ
た
。
そ
の
一
か
月
後
の
一
〇
月
一
日
、
新
社
長
松
山
が
紙
面
に
お

い
て

『

読
売
新
聞』

の
新
体
制
を
発
表
し
た

(
�)

。

我
社
は
今
回
の
經
營
上
の
變
更
に
會
し
正
さ
に
本
日
を
以
て
組
織

を
變
更
し
、
諸
般
の
革
新
を
決
行
せ
ん
こ
と
を
期
す
。
先
づ
資
金

を
惜
ま
ず
し
て
、
諸
般
の
設
備
を
完
成
し
、
報
道
の
敏
速
正
確
を

期
し
、
専
門
的
記
者
を
増
員
し
て
、
紙
上
各
部
面
の
刷
新
を
圖
り
、

従
来
本
紙
の
特
色
た
る
文
藝
、
婦
人
の
二
欄
は
、
益
理
想
的
に
之

を
發
達
せ
し
め
、
兼
ね
て
内
外
の
政
治
、
經
濟
、
外
交
に
關
し
て
、

之
が
報
道
及
評
論
に
、
一
新
機
軸
を
出
さ
ん
こ
と
を
期
す
。

こ
の
日
の
紙
面
で
特
に
注
目
し
た
い
の
が
、｢

報
道
及
評
論｣

に
力

を
入
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
文
芸
新
聞
と
し
て
の

衰
退
が
あ
げ
ら
れ
る
。
元
来

『

読
売
新
聞』

は
文
芸
新
聞
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
。
し
か
し
、『

東
京
朝
日
新
聞』

が
夏
目
漱
石
を
専
属
に
雇

用
す
る
な
ど
、
各
紙
が
文
芸
方
面
へ
進
出
し
た
こ
と
で

『

読
売
新
聞』

の
文
芸
新
聞
と
し
て
の
優
位
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た

(

�)

。
こ
う
し
た

『

読

売
新
聞』

の
衰
退
の
中
で
、
他
社
と
の
差
異
を
見
出
す
た
め
に
も
論
説

を
重
視
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
松
山
は
社
長
就
任
に
あ
た
っ
て
、
か
つ
て
の
同
志
で
あ
る
大

庭
柯
公
を
入
社
さ
せ
た
。
大
庭
柯
公
は
、『

読
売
新
聞』

で
編
集
局
長

を
務
め
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
一
八
年
の

｢

白
虹
事
件

(

�)｣

を
受
け
て
、
民
本
主
義
の
啓
蒙
団
体
で
あ
る
黎
明
会
の
事
実
上
の
創
立

者
に
も
な
っ
て
い
た

(

�)

。

一
九
一
九
年
二
月
二
六
日
、
大
庭
は
黎
明
会
の
第
二
回
講
演
会
で

｢

新
聞
紙
の
民
衆
化｣

と
題
し
た
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
講
演
で

は
、
新
聞
は
国
民
と
共
に
歩
む
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、

当
局
の
発
禁
処
分
は
差
し
支
え
な
い
と
述
べ
て
い
る

(

�)

。
こ
う
し
た
姿
勢

は

『
読
売
新
聞』

が
、
投
書
欄
を
重
視
し
た
点
や
事
件
時
に
発
禁
処
分

を
恐
れ
な
か
っ
た
点
な
ど
に
合
致
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
大
庭
は

『

読
売
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新
聞』

の
経
営
改
革
に
関
与
し
た
人
物
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
大
庭
は
様
々
な
著
作
を
著
し
、
そ
の
多
く
は

『

柯
公
全
集』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、『

柯
公
全
集』

に
は
、
山
県
有
朋
を

批
判
し
た
内
容
も
存
在
す
る
。

例
え
ば
、｢

閥
族
の
元
締
山
縣
公｣

で
は
、
山
県
の
明
治
維
新
の
功

労
や
陸
軍
の
建
設
は
、
功
績
以
上
に
弊
害
や
失
敗
な
ど
の
罪
過
が
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る

(

�)

。

こ
う
し
た
山
県
へ
の
嫌
悪
感
は
事
件
の
際
に
も
顕
著
に
表
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
一
九
二
一
年
二
月
一
三
日
号
の

『

読
売
新
聞』

の
投
書
欄

｢

斬
馬
劍｣

に
大
庭
は
次
の
文
章
を
掲
載
し
た

(
�)

。

小
田
原
は
長
い
も
の
を
代
表
す
る
土
地
の
や
う
で
あ
る
。
小
田
原

提
灯
、
小
田
原
評
定
、
そ
れ
に
馬
顔
老
の
顔
の
長
さ
と
、
そ
の
壽

命
の
長
さ
と

(

中
略)

小
田
原
評
定
の
結
果
、
ど
う
や
ら
か
う
や

ら
宮
相
を
窮
所
に
陥
れ
て
、
そ
れ
で
知
ら
ぬ
顔
の
半
兵
衛
で
、
噂

の
七
十
五
日
を
生
き
延
び
て
、
腹
切
る
術
も
忘
れ
た
武
士
が
あ
つ

た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
武
士
の
ミ
イ
ラ
で
あ
ら
う

(

柯
公
生)

文
中
の

｢

馬
顔
老｣

と
は
山
県
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
事
件
の

際
に
も
大
庭
は
山
県
に
対
し
て
批
判
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ

る
。
特
に
、
事
件
の
責
任
を
取
る
よ
う
に
示
唆
し
た
文
章
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
特
徴
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
大
庭
は
山
県
に
対
し
て
嫌
悪
感
を
抱
い
て
お
り
、
そ

れ
が
彼
の
著
作
に
表
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
庭
は
事
件
に
お

い
て

『

読
売
新
聞』

が
過
激
な
山
県
批
判
を
し
た
こ
と
に
深
く
関
係
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
城
南
荘
・
国
民
義
会
グ
ル
ー
プ
と

『

読
売
新
聞』

の
関
係

で
あ
る
。

両
者
の
関
係
に
つ
い
て
佃
信
夫
の
手
記

｢

皇
太
子
妃
廃
立
事
件
日

誌
補
遺｣

の
一
九
二
一
年
二
月
一
〇
日
条
に
重
要
な
記
述
が
残
さ
れ
て

い
る

(

�)

。果
然
夜
に
入
り
て
読
売
新
聞
の
社
員
が
勢
よ
く
駆
け
附
け
て
来
り
、

過
刻
内
務
省
か
ら
も
警
視
庁
か
ら
も
宮
内
省
か
ら
も
御
婚
約
御
変

更
無
き
事
の
発
表
が
あ
っ
た
と
い
ふ
事
、
及
斯
く
同
一
事
を
三
ヶ

所
よ
り
発
表
す
る
と
い
ふ
事
は
前
例
の
無
き
事
で
あ
る
と
い
ふ
事

を
話
さ
れ
た
の
で
、
一
同
は
覚
え
ず
万
歳
を
叫
ん
だ
事
で
あ
っ
た
。
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こ
の
手
記
で
最
も
注
目
す
べ
き
点
は

『

読
売
新
聞』

の
社
員
が
事
件

の
顛
末
を
城
南
荘
・
国
民
義
会
グ
ル
ー
プ
に
報
告
に
来
た
点
で
あ
る
。

政
府
か
ら

｢
変
更
な
し｣

と
発
表
さ
れ
た
の
は
一
九
二
一
年
二
月
一
〇

日
の
午
後
八
時
で
あ
る
。
そ
の
日
の
う
ち
に
わ
ざ
わ
ざ
速
報
を
届
け
て

い
る
こ
と
か
ら

『
読
売
新
聞』

と
城
南
荘
・
国
民
義
会
グ
ル
ー
プ
に
深

い
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
両
者
の
深
い
関
係
か
ら
、

『

読
売
新
聞』

の
詳
細
な
事
件
報
道
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、『

読
売
新
聞』
の
報
道
背
景
に
は
、
発
行
部
数
の
低

迷
、
新
経
営
体
制
の
成
立
、
城
南
荘
・
国
民
義
会
グ
ル
ー
プ
と
の
関
係

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

�

報
道
の
目
的

こ
う
し
た
背
景
を
も
っ
た

『

読
売
新
聞』

に
よ
る
事
件
報
道
の
目
的

は
次
の
二
点
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

第
一
に
、
新
規
読
者
の
獲
得
で
あ
る
。
当
時
、
経
営
不
振
に
陥
っ
て

い
た

『

読
売
新
聞』

は
事
件
を
利
用
し
て
新
規
読
者
の
獲
得
を
目
指
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

事
件
報
道
に
つ
い
て

『

読
売
新
聞』

が
最
大
に
利
用
し
た
の
は
城
南

荘
・
国
民
義
会
グ
ル
ー
プ
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、『

読
売
新

聞』

と
城
南
荘
・
国
民
義
会
グ
ル
ー
プ
の
間
に
は
深
い
関
係
が
あ
っ
た
。

両
者
の
密
接
な
関
係
を
利
用
し
、
よ
り
詳
細
な
事
件
報
道
に
よ
っ
て
新

規
読
者
の
獲
得
を
目
指
し
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
山
県
有
朋
へ
の
批
判
に
つ
い
て
も
、『

読
売
新
聞』

は
城
南

荘
・
国
民
義
会
グ
ル
ー
プ
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
城
南
荘
・
国
民
義
会
グ
ル
ー
プ
に
は
五
百
木
、

大
竹
、
佃
と
い
っ
た
日
露
戦
争
後
に
お
け
る
講
和
問
題
に
関
与
し
た
人

物
が
含
ま
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
出
発

点
は
日
比
谷
焼
き
打
ち
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
講
和
反
対
運
動
は
、
軍

拡
財
政
の
負
担
や
国
民
が
望
む
巨
額
の
賠
償
金
を
含
む
講
和
条
約
を
結

ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
藩
閥
批
判
の
傾
向
が
強
か
っ
た

と
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
点
か
ら
、
彼
ら
が
藩
閥
を
率
い
て
き
た
元
老
山
県
に
対
し

て
強
く
反
発
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
同
時
に
、
国
民
も
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
下
に
お
い
て
彼
ら
と
同
様
、
山
県
に
反
発
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、『

読
売
新
聞』

は
藩
閥
批
判
の
代
表
と
も
い
え
る

城
南
荘
・
国
民
義
会
グ
ル
ー
プ
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

『

読
売
新
聞』

は
講
和
条
約
反
対
運
動
を
率
い
た
五
百
木
の
言
葉
を

借
り
て
山
県
を
批
判
し
、
厳
し
い
論
調
で
山
県
の
退
任
を
求
め
た
。
つ
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ま
り
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
下
の
国
民
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、

元
老
山
県
を
厳
し
く
批
判
し
た
と
い
え
よ
う
。

第
二
に
、
新
聞
界
に
お
け
る
言
論
の
再
興
で
あ
る
。
事
件
に
お
い
て

『

読
売
新
聞』
は
自
ら
論
説
を
発
表
し
、
新
聞
界
に
お
け
る
言
論
の
再

興
を
目
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、『
読
売
新
聞』

新
経
営
の
方
針
は
報
道
と
言
論
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、『
読
売
新
聞』

は
言
論
が
新
聞
を
新
聞

た
ら
し
め
、
言
論
が
な
け
れ
ば
そ
れ
は
政
府
の
報
告
類
と
同
じ
で
あ
る

と
考
え
て
い
た

(

�)

。
こ
う
し
た
言
論
重
視
の
考
え
に
は
当
時
の
新
聞
界
の

状
況
が
大
き
く
関
係
し
て
い
た
。

大
正
期
の
新
聞
界
は
、
特
に
白
虹
事
件

(

寺
内
正
毅
内
閣)

に
お
い

て
言
論
の
自
由
が
奪
わ
れ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
白
虹
事
件
は

当
時
の

『

大
阪
朝
日
新
聞』

及
び

『

東
京
朝
日
新
聞』

の
幹
部
を
退
陣

さ
せ
、
新
聞
の
言
論
機
能
を
著
し
く
低
下
さ
せ
た
。
つ
ま
り
、
白
虹
事

件
は
新
聞
界
最
大
の
敗
北
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

『

読
売
新
聞』

の
新
社
長
、
松
山
忠
二
郎
こ
そ
白
虹
事
件
で

『

東
京

朝
日
新
聞』

を
退
社
さ
せ
ら
れ
た
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。
白
虹
事
件

の
原
因
は

『

大
阪
朝
日
新
聞』

一
九
一
八
年
八
月
二
六
日
号
の
夕
刊
の

記
事
で
あ
っ
た
が
、
松
山
は
連
座
す
る
形
で

『

東
京
朝
日
新
聞』

退
社

へ
と
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
松
山
の
経
験
は
、
長
州
閥
の
頂
点
に
君
臨
す
る
山
県
有
朋

へ
の
恨
み
を
蓄
積
さ
せ
、『

読
売
新
聞』

の
方
針
を
決
定
づ
け
た
と
推

察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
宮
中
某
重
大
事
件
に
お
い
て

『

読
売
新
聞』

は

四
度
の
発
禁
処
分
を
受
け
な
が
ら
、
言
論
に
よ
っ
て
長
州
閥
の
首
領
で

あ
る
元
老
山
県
有
朋
の
権
力
を
著
し
く
衰
退
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

『

日
本
新
聞
年
鑑』

(

大
正
一
〇
年
版)

に
は

｢

近
時
俄
然
注
目
の
焦

點
と
な
れ
る
讀
賣
の
成
功｣

と
あ
り
、
松
山
が
次
の
よ
う
に
評
価
さ
れ

て
い
る

(

�)

。
松
山
が
、
顧
問
信
夫
淳
平
、
五
來
欣
造
、
社
員
大
庭
景
秋
、
小
村

俊
三
郎
、
丸
山
幹
治
を
拔
い
て
言
論
班
を
組
織
し
、
自
か
ら
こ
れ

を
主
宰
せ
る
は
、
近
時
益
益
太
だ
し
き
新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
化
、
不

俗
化
に
慊
ら
ず
、
言
論
の
權
威
を
再
興
し
て
新
聞
の
指
導
的
使
命

に
活
く
べ
き
企
て
也
と
説
く
者
あ
り
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
宮
中
某
重
大
事
件
に
お
け
る

『

読
売
新
聞』

の
言

論
を
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
評
価
か
ら
も
松
山
が
言
論
を

重
視
し
、
事
件
の
中
で
山
県
の
権
力
を
著
し
く
低
下
さ
せ
た
こ
と
は
新
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聞
界
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
よ
う
。

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
下
で
は
、
藩
閥
政
府
に
よ
る
言
論
圧
迫
に
よ
っ

て
新
聞
は
言
論
機
能
を
低
下
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、『

読
売
新
聞』

の
新
社
長
に
就
任
し
た
松
山
忠
二
郎
は
新
経
営
方
針
と
し
て
言
論
を
掲

げ
、
宮
中
某
重
大
事
件
に
お
い
て
も
元
老
山
県
有
朋
を
批
判
す
る
な
ど
、

紙
面
か
ら
批
判
的
か
つ
自
由
な
言
論
を
絶
や
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
言
論
の
再
興
を
目
的
と
し
て
痛
烈
な
山
県
批
判
を
行
っ

た
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
宮
中
某
重
大
事
件
に
お
け
る

『

読
売
新
聞』

の
事
件

報
道
及
び
山
県
批
判
の
目
的
は
、
新
規
読
者
を
獲
得
し
て
経
営
回
復
を

目
指
す
こ
と
、
新
聞
界
に
お
け
る
言
論
の
再
興
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

特
に
、
発
禁
処
分
な
ど
に
屈
せ
ず
自
説
を
主
張
し
続
け
た
点
を
踏
ま
え

る
と
、
後
者
が
主
要
な
目
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
宮
中
某
重
大
事
件
を
概
観
し
た
上
で
、
事
件
に
お
け
る

杉
浦
重
剛
の
行
動
に
つ
い
て
再
評
価
し
た
。
そ
の
上
で
、『

読
売
新
聞』

の
事
件
報
道
及
び
山
県
有
朋
へ
の
批
判
を
分
析
し
、
そ
の
背
景
と
目
的

に
つ
い
て
検
討
し
た
。

第
一
に
、
宮
中
某
重
大
事
件
に
お
け
る
杉
浦
重
剛
の
行
動
に
つ
い
て

再
検
討
し
た
。
杉
浦
の
行
動
が
、『

原
敬
日
記』

や
、｢

東
宮
妃
廃
立
事

件
日
誌｣

の
記
述
か
ら
、
事
件
当
時
高
く
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
点
、

事
件
拡
大
が
山
県
有
朋
暗
殺
計
画
や
西
園
寺
公
望
へ
の
襲
撃
な
ど
、
新

た
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら

宮
中
某
重
大
事
件
に
お
け
る
杉
浦
重
剛
に
つ
い
て
、
政
治
問
題
化
を
図

り
、
反
山
県
包
囲
網
を
構
成
し
た
人
物
で
あ
る
と
再
評
価
し
た
。

第
二
に
、
宮
中
某
重
大
事
件
に
お
け
る

『

読
売
新
聞』

の
事
件
報
道

及
び
山
県
有
朋
批
判
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
そ
し
て
、『

読
売
新
聞』

が
報
道
規
制
下
に
お
い
て
も
積
極
的
な
事
件
報
道
を
行
っ
て
い
た
点
を

明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、『

読
売
新
聞』

が
他
の
新
聞
社
と
は
異
な
り
、

厳
し
く
山
県
有
朋
を
批
判
し
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
三
に
、『

読
売
新
聞』

に
よ
る
事
件
報
道
の
背
景
と
そ
の
目
的
に

つ
い
て
考
察
し
た
。
報
道
の
背
景
に
は
、『

読
売
新
聞』

の
発
行
部
数

低
迷
、
新
経
営
体
制
の
成
立
、
城
南
荘
・
国
民
義
会
グ
ル
ー
プ
と
の
関

係
の
三
点
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

背
景
か
ら

『

読
売
新
聞』

が
新
規
読
者
獲
得
に
よ
る
経
営
回
復
を
目
指

し
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
下
に
お
い
て
藩
閥
政
府
批
判
を
強
め
る
国
民
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の
側
に
立
っ
た
記
事
を
掲
載
し
た
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
新
聞
界
全

体
に
お
け
る
言
論
の
再
興
を
目
的
と
し
て
、『

読
売
新
聞』

が
松
山
忠

二
郎
を
中
心
と
し
て
度
重
な
る
元
老
山
県
批
判
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

な
お
、『

読
売
新
聞』

は
松
山
の
経
営
改
革
で
一
時
一
三
万
部
ま
で

発
行
部
数
を
増
加
さ
せ
た

(
�)

。
し
か
し
、
一
九
二
三
年
九
月
一
日
の
関
東

大
震
災
に
よ
っ
て
再
び
深
刻
な
経
営
不
振
に
陥
り
、
発
行
部
数
は

｢

や

が
て
半
減
、
さ
ら
に
五
万
台
に
落
ち｣

た
の
で
あ
る

(

�)

。
こ
う
し
た
状
況

の
下
、
一
九
二
四
年
二
月
に
松
山
は
つ
い
に

『

読
売
新
聞』

を
退
き
、

松
山
に
よ
る

『

読
売
新
聞』

の
経
営
改
革
、
言
論
再
興
と
い
う
新
聞
界

の
復
権
は
挫
折
し
た
。
そ
の
後
、
新
社
長
正
力
松
太
郎
の
も
と
で
商
業

主
義
化
し
た

『

読
売
新
聞』

は
戦
後
日
本
一
の
新
聞
社
へ
と
発
展
し
て

い
く
こ
と
と
な
る
。

一
方
、
裕
仁
皇
太
子
と
良
子
女
王
は
関
東
大
震
災
で
成
婚
式
を
延
期

し
、
一
九
二
四
年
一
月
二
六
日
に
成
婚
式
を
挙
行
し
た
。
そ
の
様
子
は

『

読
売
新
聞』

に
お
い
て
も
、
宮
中
某
重
大
事
件
が
忘
れ
去
ら
れ
た
か

の
よ
う
に
華
々
し
く
報
道
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

注

(

１)

本
稿
に
お
い
て

｢

右
翼｣

と
は

｢

国
家
主
義｣

、｢

国
粋

(

保
存)

主

義｣

、｢

国
権
主
義｣

を
掲
げ
る
国
士
、
壮
士
、
浪
士
な
ど
の
活
動
家
と

そ
の
団
体
を
指
す
。

(

２)

大
野
芳

『

宮
中
某
重
大
事
件』

(

講
談
社
、
一
九
九
三
年)

。

(

３)

浅
見
雅
男

『

闘
う
皇
族』

(

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
、
二
〇
一
三
年)

。

(

４)

森
暢
平

｢

大
正
期
に
お
け
る
女
性
皇
族
像
の
転
換

良
子
女
王
を

め
ぐ
る
検
討｣

(『

成
城
文
藝』

二
三
六
号
、
二
〇
一
六
年)

。

(

５)

森
暢
平

『

天
皇
家
の
恋
愛』

(

中
央
公
論
新
社
、
二
〇
二
二
年)

、
七

五
頁
。

(

６)

高
倉
徹
一
編
輯『

田
中
義
一
伝
記』

下
巻(

田
中
義
一
伝
記
刊
行
会
、

一
九
六
〇
年)

、
二
二
五
頁
。

(

７)

同
右
。

(

８)

同
右
、
二
二
七
頁
。

(

９)

杉
浦
重
剛
は
明
治
・
大
正
時
代
の
教
育
家
・
思
想
家
で
あ
る
。
一
八

九
〇
年
に
東
京
英
語
学
校
長
に
就
任
し
、
一
八
九
二
年
に
校
名
を
日
本

中
学
校
に
改
め
た
。
一
九
一
四
年
に
東
宮
御
学
問
所
御
用
掛
倫
理
担
当

に
就
任
、
一
九
二
一
年
に
退
任
し
た

(『

国
史
大
辞
典』

、[

吉
川
弘
文

館
、
一
九
七
九
―
一
九
九
七
年])

。

(

�)

前
掲
浅
見
書
、
四
六
―
四
七
頁
。

(
�)

前
掲
高
倉
書
、
二
二
八
―
二
二
九
頁
。

(
�)
前
掲
森
書
、
八
〇
頁
。

(

�)
原
敬

『

原
敬
日
記』

第
五
巻

(

福
村
出
版
、
一
九
六
五
年)

、
一
九

二
〇
年
一
二
月
七
日
条
、
三
一
八
―
三
一
九
頁
。
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(
�)

前
掲

『

原
敬
日
記』

第
五
巻
、
一
九
二
〇
年
一
二
月
八
日
条
、
三
一

九
―
三
二
〇
頁
。

(

�)
『

日
本
人
名
辞
典』

(

講
談
社
、
二
〇
〇
一
年)

。

(

�)
鈴
木
一
郎

『

五
百
木
良
三
・
内
田
良
平
両
氏
追
悼
会
報
告
書』

(

五

百
木
良
三
・
内
田
良
平
両
氏
追
悼
会
残
務
所
、
一
九
三
八
年)

、
一
頁
。

(

�)

前
掲
鈴
木
一
郎
書
、
二
頁
。

(

�)

都
築
七
郎

『
政
教
社
の
人
び
と』

(

行
政
通
信
社
、
一
九
七
四
年)

、

一
八
九
頁
。

(

�)
『

日
本
人
名
辞
典』

(
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年)

。

(

�)

同
右
。

(

�)

同
右
。

(

	)

刈
田
徹

｢

宮
中
某
重
大
事
件
に
関
す
る
基
礎
的
史
料
の
研
究
―
牧
野

謙
次
郎

『

披
雲
秘
記』

の
解
題
と
紹
介
―｣
(『

政
治
・
経
済
・
法
律
研

究』

第
六
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
四
年)

、
一
〇
三
頁
。

(


)

刈
田
徹

｢

宮
中
某
重
大
事
件
の
基
礎
的
史
料
に
関
す
る
研
究
―
松
平

康
国
手
記

『

東
宮
妃
廃
立
事
件
日
誌』

の
解
題
な
ら
び
に
紹
介
―｣

(『

拓
殖
大
学
論
集』

第
一
九
〇
号
、
一
九
九
一
年)

、
三
五
九
頁
。

(

�)

刈
田
徹

｢

宮
中
某
重
大
事
件
に
関
す
る
基
礎
的
史
料
の
研
究
―
佃
信

夫
の
手
記

『

皇
太
子
妃
廃
立
事
件
日
誌
補
遺』

の
解
題
と
紹
介
―｣

(『

政
治
・
経
済
・
法
律
研
究』

第
八
巻
一
・
二
巻
、
二
〇
〇
六
年)

、

九
三
頁
。

(

�)

同
右
。

(

)

牧
野
謙
次
郎

｢

披
雲
秘
記｣

一
九
二
〇
年
一
二
月
三
〇
日
条

(

前

掲
刈
田
論
文

｢

宮
中
某
重
大
事
件
に
関
す
る
基
礎
的
史
料
の
研
究｣

、

一
〇
二
頁)

。

(

�)

松
平
康
国

｢

東
宮
妃
廃
立
事
件
日
誌｣

一
九
二
一
年
一
月
二
日
条

(

前
掲
刈
田
論
文｢

宮
中
某
重
大
事
件
の
基
礎
的
史
料
に
関
す
る
研
究｣

、

三
六
一
―
三
六
二
頁)

。

(

�)

前
掲

｢

東
宮
妃
廃
立
事
件
日
誌｣

一
九
二
一
年
一
月
三
日
条

(

前

掲
刈
田
論
文

｢

宮
中
某
重
大
事
件
の
基
礎
的
史
料
に
関
す
る
研
究｣

、

三
六
二
頁)

。

(

�)

前
掲
浅
見
書
、
一
〇
六
、
一
〇
九
頁
。

(

�)

猪
狩
史
山

｢

申
酉
回
瀾
録｣

一
九
二
一
年
一
月
二
四
日
条

(

杉
浦
重

剛

『

致
誠
日
誌
―
東
宮
御
学
問
所
御
用
掛

(

倫
理)

杉
浦
重
剛
先
生
手

記』

三
巻

(

梅
窓
書
屋
、
一
九
七
九
年)

、
三
九
一
―
三
九
二
頁)

。

(

�)

都
築
七
郎

『

右
翼
の
歴
史
―
激
動
の
大
正
・
昭
和
史
へ
の
証
言』

(

翼
書
院
、
一
九
六
七
年)

、
一
三
〇
―
一
三
一
頁
。

(

�)

片
瀬
裕｢

発
掘『

魔
王』

北
一
輝
、
宮
中
某
重
大
事
件
の『

怪
文
書』｣

(『

文
芸
春
秋』

八
九
巻
一
号
、
二
〇
一
一
年)

、
三
七
一
―
三
七
二
頁
。

(

�)
｢

浪
人
会
宝
刀
献
納
祈
願
式｣

(

今
井
清
一
、
高
橋
正
衛
編
・
解
説

『

現
代
史
資
料』

第
四
巻

(

み
す
ず
書
房
、
一
九
六
三
年)

、
四
七
二
―

四
七
三
頁)

。

(

�)

粟
屋
憲
太
郎
・
中
園
裕
編
集
・
解
説

『

内
務
省
新
聞
記
事
差
止
資
料

集
成』

第
二
巻

(

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
年)

、
四
頁
。

(
�)

渡
辺
克
夫

｢

宮
中
某
重
大
事
件
の
全
貌｣

(『T
H
IS
IS

読
売』

一
九

九
三
年
四
月
号)

、
一
一
三
頁
。

(

�)
前
掲
浅
見
書
、
一
五
一
頁
。

(

�)

前
掲

『
原
敬
日
記』

第
五
巻
、
一
九
二
〇
年
一
二
月
二
八
日
条
、
三
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三
二
―
三
三
三
頁
。

(
�)

前
掲

｢

東
宮
妃
廃
立
事
件
日
誌｣

一
九
二
一
年
一
月
二
三
日
条

(
前
掲
刈
田
論
文｢

宮
中
某
重
大
事
件
の
基
礎
的
史
料
に
関
す
る
研
究｣

、

三
六
三
―
三
六
四
頁)

。

(

�)

前
掲｢
申
酉
回
瀾
録｣

一
九
二
〇
年
一
二
月
四
日
条(

前
掲
杉
浦
書
、

三
六
五
頁)
。

(

�)

古
島
一
雄『
一
老
政
治
家
の
囘
想』

(

中
央
公
論
社
、
一
九
九
〇
年)

、

一
七
四
頁
。

(

�)

前
掲
渡
辺
論
文
、
八
一
頁
。

(

�)

前
掲

｢

申
酉
回
瀾
録｣

一
九
二
〇
年
一
二
月
三
〇
日
条

(

前
掲
杉
浦

書
、
三
八
七
頁)

。

(

�)
『

読
売
新
聞』

一
九
二
一
年
二
月
二
三
日
号
。

(

�)

前
掲
森
論
文
。

(

�)

前
掲

｢

申
酉
回
瀾
録｣

一
九
二
一
年
一
月
八
日
条

(

前
掲
杉
浦
書
、

三
八
八
頁)

。

(

	)

前
掲
森
論
文
、
表
２
。

(


)

明
治
教
育
史
研
究
会
編

『

杉
浦
重
剛
全
集』

第
二
巻

(
杉
浦
重
剛
全

集
刊
行
会
、
一
九
八
二
年)

、
一
〇
四
三
頁
。

(

�)

前
掲
渡
辺
論
文
、
八
〇
頁
。

(

�)

前
掲
都
築
書

『

右
翼
の
歴
史』

、
一
二
九
頁
。

(

)

前
掲
粟
屋
・
中
園
書
、
三
頁
。

(

�)
『

読
売
新
聞』

一
九
二
一
年
一
月
二
六
日
号
。

(

�)
『

読
売
新
聞』

一
九
二
一
年
二
月
六
日
号
。

(

�)
『

読
売
新
聞』

一
九
二
一
年
二
月
九
日
号
。

(

�)
『

読
売
新
聞』

一
九
二
一
年
二
月
一
〇
日
号
。

(

�)
『

読
売
新
聞』

一
九
二
一
年
二
月
一
一
日
号
。

(

�)
『

読
売
新
聞』

一
九
二
一
年
二
月
一
六
日
号
。

(

�)

前
掲『

原
敬
日
記』

第
五
巻
、
一
九
二
一
年
二
月
二
二
日
条
三
五
三
―

三
五
五
頁
。

(

�)
『

読
売
新
聞』

一
九
二
一
年
二
月
二
〇
日
号
。

(

�)

松
本
剛
吉『

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
政
治
―
松
本
剛
吉
政
治
日
誌』

(

岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年)

一
九
二
一
年
二
月
二
〇
日
条
、『

東
京
朝

日
新
聞』

一
九
二
一
年
二
月
一
三
日
号
。

(

�)

岡
野
敏
成
編

『

讀
賣
新
聞
八
十
年
史』

(

讀
賣
新
聞
社
、
一
九
五
五

年)

、
三
九
―
四
三
頁
。

(

�)

小
野
秀
雄

『

日
本
新
聞
史』

(

良
書
普
及
会
、
一
九
四
九
年)

、
一
六

八
頁
。

(

�)

同
右
。

(

�)

永
代
静
雄
編

『

日
本
新
聞
年
鑑』

第
三
巻

(

大
正
一
三
年
版)

(

日

本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
五
年)

、
三
七
頁
。

(

�)

前
掲
岡
野
書
、
二
〇
三
―
二
五
二
頁
。

(

�)
『

読
売
新
聞』

一
九
一
九
年
一
〇
月
一
日
号
。

(

�)

前
掲
小
野
書
、
一
六
九
頁
。

(

�)

白
虹
事
件
と
は
、『

大
阪
朝
日
新
聞』

一
九
一
年
八
月
二
六
日
夕
刊

に
掲
載
さ
れ
た
寺
内
正
毅
内
閣
攻
撃
の
関
西
記
者
大
会
の
記
事
に
関
す

る
事
件
で
あ
る

(『

国
史
大
辞
典』

、[

吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
―
一

九
九
七
年])

。

(

�)

鈴
木
正
節

『

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
群
像』

(

雄
山
閣
出
版
、
一
九
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八
三
年)

、
一
四
頁
、
久
米
茂

『

消
え
た
新
聞
記
者』

(

雪
書
房
、
一
九

六
八
年)

、
二
七
八
頁
。

(

�)
黎
明
会
編

『

黎
明
講
演
集』

第
一
巻

(

黎
明
会
、
一
九
三
五
年)

、

一
四
〇
―
一
五
四
頁
。

(

�)

大
庭
柯
公

『

柯
公
全
集』

第
五
巻

(

柯
公
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
五

年)

、
三
三
〇
―
三
三
三
頁
。

(

�)
『

読
売
新
聞』
一
九
二
一
年
二
月
一
三
日
号
。

(

�)

前
掲

｢

皇
太
子
妃
廃
立
事
件
日
誌
補
遺｣

、
一
九
二
一
年
二
月
一
〇

日
条

(

前
掲
刈
田
論
文

｢
宮
中
某
重
大
事
件
に
関
す
る
基
礎
的
史
料
の

研
究｣

、
九
九
頁)

。

(

�)
『

読
売
新
聞』

一
九
二
一
年
二
月
一
四
日
号
。

(

�)

永
代
静
雄
主
幹

『

日
本
新
聞
年
鑑』
第
一
巻

(

大
正
一
〇
年
版)

(

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
五
年)

、
五
九
頁
。

(

�)

前
掲
岡
野
書
、
二
五
一
頁
。

(

�)

同
右
。

(

中
京
大
学
文
学
部
歴
史
文
化
学
科
在
学
生)
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